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仁淀川分水
（S15開始）
発電用

穴内川分水
（M34開始）
発電灌漑用

国分川鏡川

仁淀川

高知分水事業

凡 例ダム 堰

吉野川総合開発によるダム・堰

吉野川総合開発前のダム・堰

１．水利用の現状及び課題

1



高知分水

出典：高知市水道事業基本計画2007をもとに加筆

鏡ダム（Ｓ４２年完成）

天神発電所

・宗安寺

高知分水

S53分水開始

高知分水の概要

１．水利用の現状及び課題

鏡ダム新規
開発用水
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仁淀川取水所
（その他水系）

鏡川第２取水所

鏡川第１取水所

高知市及び南国市（一部）の上水道水源として、

鏡川第１取水所（自流、鏡ダム）、鏡川第２取水所（高知分水）

仁淀川取水所（大渡ダム）、地下水源（本宮町、布師田、弘岡、森山）

から取水されている。

南国市
高知市

いの町

上水道水源と給水エリア

１．水利用の現状及び課題
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上水道の現状と課題

１．水利用の現状及び課題

南海トラフ地震の想定震源域

人口と給水量の減少

施設の老朽化

南海トラフ地震

豪雨による原水高濁度

2014（H26）年8月の台風11・12号では、豪雨による鏡川の増水で原水が

急激に濁り、旭浄水場が一時取水停止となった。

高知市が、今後30年間で震度６弱

以上の揺れに見舞われる確率は

74％と発表。
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港地区 桟橋地区

弘化台地区

北タナスカ地区

仁井田地区

①

②

③

①
②

③

既存水源（鏡ダム新規開発用水：0.695㎥/S）は、昭和２１年の南海大地震による

地盤沈降の影響で発生した地下水塩水化が、既存工場の生産工程へ影響を与え

たことを受け開発（国庫補助事業）された水源である。

鏡ダムより補給された水を、鏡川の河床下へ敷設した集水管渠により取水して、

筆山配水池へ揚水し、浦戸湾周辺の工場、公共施設等へ給水している。

高知分水で開発された水量（0.500㎥/s）は、現段階では未利用である。

工業用水道水源と給水エリア

１．水利用の現状及び課題

高知分水

鏡ダム新規
開発用水

↑
未利用
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給水開始以降の給水実績

※県公営企業局作成のＨ３８需要推計（新規企業見込む）において、既存水源の取水可能量
（0.695㎥/S）では、若干不足することが予測されている。

H29 53ユーザー
26,128㎥/日
（0.302㎥/s）

工業用水道の実績

１．水利用の現状及び課題
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年度 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
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H8
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H14

H15

H16

H17
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H28

H29
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H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（渇水の傾向）
・渇水は、冬期により多く長期に発生
する傾向がある。（最大渇水の発
生は冬期）
・近年、取水制限が必要となる渇水
や長期渇水は減少傾向にあるが、
自主節水は通年で発生。

（上水道）
・高知分水開発水量に加え、仁淀川
取水本格稼働（H12年）により、近
年、市民生活へ影響が及ぶような
給水制限は行われていない。

（工業用水道）
・高知分水開発水量により、近年、
企業の生産活動へ影響が及ぶよう
な給水制限は行われていない。

高知分水開発水量により、安定供給
体制が維持されている。

過去最大渇水発生（H8.2）
・上水 取水制限率 48.3%

・工水 〃 81.6%

年

渇水の発生状況とその影響

１．水利用の現状及び課題
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（上水道）
・給水人口の減少傾向により、将来の水需要は減少傾向にあるものの、
長期渇水や水質事故、南海トラフ地震等の危機時において安定供給
体制を維持するうえで、高知分水は重要な水源となっている。

（工業用水道）
・給水量（契約量）は安定し、鏡川自流分及び鏡ダム開発水量によって
賄われているが、渇水時には、高知分水が余裕水量として水利権者
の調整に大きく寄与している。
・企業誘致の将来予想は困難であるが、誘致活動において給水能力の
有無が結果を左右するため、その維持が求められる。

安定供給体制、能力を保つためには、高知分水の引き続く活用と、危
機時を念頭においた運用が重要。

高知分水の課題

１．水利用の現状及び課題
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上水道の水確保施策

２．危機時における水確保施策

高知市上水道災害対策施設概要図
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老朽管路の更新（効率的な管網整備、予防保全型維持管理）

２．危機時における水確保施策

高度経済成長期に集中的に拡張整備した管路が、今後一斉に更新
時期（法定耐用年数40年）を迎えることから、「高知市水道事業ア
セットマネジメント推進計画」において実際の使用可能年数を想定
し、計画的に更新を進め、更新費用の縮減や平準化に取り組みま
す。

10

高度経済成長期に急速に整備した水道施設は、老朽化
が進行してきていることから、日常的な調査・点検、補
修などの適正管理に努め、「予防保全型」の維持管理に
より老朽化等に起因する漏水事故などを未然に防止しま
す。



耐震性非常用貯水槽 設置事業
耐震性非常用貯水槽は，南海トラフなどの大規模な災害により水道管路が寸断され，水道水の供給が途絶えた場合で
も，生命維持に必要な初期３日間（一人あたり１日３ℓ，６千人分，容量６０ｍ3）の飲料水を確保するための施設で
す。
高知市上下水道局では，平成３１年度までに学校や公園などに全２５基設置予定で，平成２９年度末現在，２５基のう
ち２３基が設置完了しています。

耐震性非常用貯水槽を使用した応急給水訓練状況

浸水判定

整備計画表 ① ② ③ ①-(②＋③)

設   置   場   所
有効容量

(㎥)
対象人口

(人)

※１
現 況
地盤高
T.P.(m)

※2
地 盤
沈下量
(m)

※2
朔望平均
満潮位
T.P.(m)

長 期
浸水深
H (m)

1 ふれあいひろば三里内 φ2.6m×11.3m 55 6,000 9.0 -1.95 0.75 浸水しない 平成 ４年

2 中 野 ５ 号 児 童 遊 園内 φ2.6m×11.3m 55 6,000 4.8 -1.95 0.75 浸水しない 平成 ５年

3 高 須 小 学 校 内 φ2.6m×12.5m 60 6,000 0.4 -1.95 0.75 2.30 平成 ８年

4 潮 江 西 ノ 丸 公 園 内 φ2.6m×12.0m 60 6,000 1.5 -1.95 0.75 1.20 平成 ９年

5 朝 倉 配 水 所 内 φ2.0m×20.0m 60 6,000 7.5 -1.95 0.75 浸水しない 平成 ９年

6 五 台 山 小 学 校 内 φ2.6m×12.5m 60 6,000 2.0 -1.95 0.75 0.70 平成 10年

7 神 田 公 園 内 φ2.6m×12.0m 60 6,000 4.6 -1.95 0.75 浸水しない 平成 11年

8 は り ま や 橋 小 学 校内 φ2.6m×12.0m 60 6,000 2.1 -1.95 0.75 0.60 平成 12年

9 瓢 箪 公 園 内 φ2.6m×12.0m 60 6,000 1.6 -1.95 0.75 1.10 平成 13年

10 秦 小 学 校 内 φ2.6m×12.5m 60 6,000 4.1 -1.95 0.75 浸水しない 平成 14年

11 南 海 中 学 校 内 φ2.6m×12.5m 60 6,000 4.8 -1.95 0.75 浸水しない 平成 15年

12 横 内 公 園 内 φ2.6m×12.3m 60 6,000 22.3 -1.95 0.75 浸水しない 平成 16年

13 介 良 小 学 校 内 φ2.6m×12.3m 60 6,000 1.7 -1.95 0.75 1.00 平成 17年

14 青 柳 公 園 内 φ2.6m×12.3m 60 6,000 0.7 -1.95 0.75 2.00 平成 18年

15 西 山 市 民 会 館 内 φ2.6m×12.3m 60 6,000 6.9 -1.95 0.75 浸水しない 平成 19年

16 竹 島 公 園 内 φ2.6m×59.1m 300 30,000 1.4 -1.95 0.75 1.30 平成 19年

17 高 知 駅 南 口 広 場 内 φ2.6m×12.3m 60 6,000 1.7 -1.95 0.75 1.00 平成 20年

18 城 西 公 園 内 φ2.6m×12.3m 60 6,000 3.2 -1.95 0.75 浸水しない 平成 21年

19 弥 右 衛 門 公 園 内 φ2.0m×20.0m 60 6,000 3.6 -1.95 0.75 浸水しない 平成 23年

20 長 浜 城 山 公 園 内 φ2.0m×20.0m 60 6,000 8.3 -1.95 0.75 浸水しない 平成 27年

21 十 津 小 学 校 内 φ2.0m×20.0m 60 6,000 26.5 -1.95 0.75 浸水しない 平成 27年

22 一 宮 小 学 校 内 φ2.0m×20.0m 60 6,000 2.7 -1.95 0.75 浸水しない 平成 28年

23 高 知 商 業 高 等 学 校内 φ5,45m×H4.55m 60 6,000 11.1 -1.95 0.75 浸水しない 平成 29年

24 春 野 高 等 学 校 内 φ2.0m×20.0m 60 6,000 6.0 -1.95 0.75 浸水しない 平成 30年

25 河 ノ 瀬 公 園 内 φ2.0m×20.0m 60 6,000 3.6 -1.95 0.75 浸水しない 平成 31年

1,730 174,000

1,610 162,000

120 12,000

設置年度

ダクタイル鋳鉄管ＵＦ形

ダクタイル鋳鉄管ＵＦ形

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

鋼       管

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

鋼       管

鋼       管

鋼       管

鋼       管

鋼       管

鋼       管

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

総   計  （ 25 基 ）

うち設置済分 （ 23 基 平成29年度末 ）

うち未設置分 （ 2 基 ）

鋼       管

形     状    ・  寸    法

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

鋼製縦円筒セグメント型

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

ダクタイル鋳鉄管LＵＦ形

設置済

(23基)

設置予定

(2基)

２．危機時における水確保施策
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耐震性非常用貯水槽の設置事業（施工状況）
耐震性非常用貯水槽設置の様子

耐震性非常用貯水槽内平成２８年度に一宮小学校（校庭）に設置しました。

水道事業における広報の一環として，受注業者と協力して，市立一宮小
学校のみなさんと一緒に，工事説明会を兼ねた現場見学会を行いました。

耐震性非常用貯水槽設置時の土留工

２．危機時における水確保施策
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高知市内に60箇所設置済み
※構造は消火栓と同じ

応急給水栓の設置

応急給水栓は，災害時の給水確保を目的として，耐震性非常用貯水槽以外にも，管路から水が取り出せる
よう市内６０箇所に，応急給水栓を設置しています。

給水スタンド設置状況（北竹島町）

給水栓部 拡大写真

２．危機時における水確保施策
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平成２８年 熊本地震により広範囲に断水が発生したため，高知市上下水道局では平成２８年４月１８日から５月
３日までの熊本県菊池郡大津町と熊本市で応急給水活動を実施しました。

給水車の配置（平成２８年 熊本地震における応急給水活動）

給水車（２ｔ）による応急給水活動状況 海上保安庁 巡視船から給水車への給水状況

２．危機時における水確保施策
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簡易膜ろ過装置

非常災害用浄化装置の配置

【特 長】

1. 河川水やプール水を原水として飲料水を製造できる。

2. 原水の濁度変化に対して影響を受けない。

3. 一般細菌・大腸菌を除去できる。

ＵＦ膜は薬品洗浄による能力回復、長期保存が可能。

4. 長期間の安定給水が可能。（都市型河川でも連続1週間使用可）

5. 運転は、誰にでも簡単にできる。

AC100V（家庭用コンセントまたは発電機）にて自動・手動運転が可能。

6. 運転開始後5分以内で給水できる。

7. 消毒剤以外の薬品は一切不要。

8. 短期間（半日程度）であれば、150％以上の過負荷に耐える。

【用途例】

◇浄水場故障時の臨時飲料水製造

◇避難場所での飲料水製造

◇キャンプ場などリゾート施設での飲料水製造

◇船舶積載水などの飲料水確保

◇山岳救難時などの飲料水製造

◇海外工事現場での飲料水製

【処理方法】

◆限外ろ過膜（ＵＦ膜）は、人工透析などに用いられている中空糸膜で、

従来の浄水システムである「凝集・沈殿・砂ろ過」に比べはるかに高い精

度で、原水中の濁質や細菌類（大腸菌・ブドウ球菌・コレラ菌・チフス菌

を始めとする細菌類）を完全に除去できる。

◆造水後長時間にわたって安全性を維持するために、最終段階で消毒

剤として次亜塩素酸ナトリウム注入装置（連続式自動運転型）が備わり

完璧な飲料水となる。

【概 要】

◆台風や地震などの非常災害時、避難場所でもっとも必要となるの

は「飲料水」。給水配管が切断された際、避難場所付近のプール

や河川の水を原水として、簡単に安全な飲料水を造る装置が有効

となる。

◆非常災害用浄水装置は、限外ろ過膜（UF膜）を用いた浄水装置

で、

安全・確実な飲料水を造るのに必要なすべてがパックされた移動

式の小型浄水装置です。

２．危機時における水確保施策
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凡 例

桟橋 地区

港 地区

弘化台 地区

北タナスカ 地区

筆山配水池

送水ポンプ場

鏡川工業用水道 平面図

優先整備（劣化進行）区間

耐震管によるバイパス管路整備

工業用水道の水確保施策

【目的】
法定耐用年数（40年）を経過し、未耐震で

老朽化が著しい既設管路の優先整備区間
（筆山配水池出口から南ノ丸配水分岐地点
まで約1.5km）について、耐震管によるバイ
パスの整備を検討

【検討内容】
○現況調査: 現地踏査を行い、計画ルート
の周辺状況、地下埋設物の状況、交通状
況等について調査

○ルートの概略検討: バイパスルートを３案
程度抽出し、施工上の課題及び制約につ
いて整理

○概算工事費の算出： 断水工法及び不断
水工法について算出

２．危機時における水確保施策
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施設耐震診断（送水ポンプ場）

復旧用資材の備蓄

【実施内容】
○耐震性は一定有しているが、最新の設計指針（工業用水道
施設設計指針・解説2018）に基づき耐震診断を実施
○耐震計算は、施設規模等を踏まえ、適切な計算手法を摘用

【耐震設計の基本方針】
○設計地震動（レベル２地震動）
⇒施設地点において発生すると想定される最大規模の地震
動を地域防災計画等から抽出

○目標耐震性能
⇒地震によって生じる損傷が軽微であって、地震後に必要とす
る修復が軽微なものにとどまり、機能に重大な影響を及ぼさ
ない性能

工業用水道の水確保施策

２．危機時における水確保施策
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ソフト対策

２．危機時における水確保施策
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（水道用水）
◆高知市上下水道局渇水対策マニュアル
（H28.8～策定作業中）

（工業用水）
◆南海トラフ地震対策事業継続計画
（H30.4版）

◆四国四県における工業用水道被災時
の相互応援に関する協定
（H22.2.24締結）


